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事例詳細

対策前 高エネルギーβ線での水晶体・皮膚の被ばくが急増した。

対策内容 アクリル板・ゴム板他を使用して個エネルギーβ線を遮へいした。

評　　価
効　果

対策前 対策後

被ばく線量(Sv) 50(β線） 9.4(β線）
（定性・定量）

水晶体被ばく(mSv/年）

内　　容 フランジ型タンク側板他切断時のβ線遮へい

作業場所 １F構内機材倉庫

概　　略
フランジ型タンク側板・底板の切断・廃棄に際して、高エネルギーβ線（2.27MeV)
による水晶体/皮膚の被ばくが急増したため、β線遮へい対策を実施した。

場　所 分　類
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